
 企業と生物多様性セミナー 

第２４回 企業SDGsと生物多様性保全 日 時 

◆講 演 

 企業SDGsにおける生物多様性保全の可能性  

              ―経済手法、里山バンク―  

        東京都市大学 教授 田中 章氏  ※詳細は裏面参照 

 

 

◆報 告 

 ・生物多様性ちば企業ネットワーク参加企業からの報告 

   ２０３０年に向けた生物多様性活動のポイント 

             株式会社エコロジーパス 北澤 哲弥氏 

 ・千葉県からの報告 

   生物多様性ちば企業ネットワークによる里山モニタリング調査 

             千葉県生物多様性センター 大島 健夫 

 

セミナー内容 

会社名   業種   

連絡先 ℡                     E-mail 

参加者の  

所属    

職                              

氏 名 

                                    

                                 

                                 

   第２４回  企業と生物多様性セミナー申込書  

２０２２年             

２月１８日（金）                                        

県内に工場・事業所がある企業         

定員100名 （参加無料）  

事前申込制：千葉県生物多様性セン

ター企業セミナー担当宛に下記内容

を記載の上、メール又はFAXで お 

申し込みください。後日、Zoom

ミーティングに関わる情報を連絡い

たします。 

締切：２月１４日（月）（必着）             

Email bdc@mz.pref.chiba.lg.jp                             

Tel    ０４３（２６５）３６０１     

Fax   ０４３（２６５）３６１５           

主 催 

千葉県               

一般社団法人 千葉県環境保全協議会       

一般社団法人 千葉県経済協議会      

申込・問合せ 

 自然生態系・生物多様性はSDGsの基盤とされていながら、温暖化対策に比べ企

業の取組みは遅れています。後者はCO2という共通語を有していますが前者にはな

いからです。 

 本セミナーでは、日本初の生物多様性バンクとして設置された「椿TC里山バン

ク」をはじめ、ノーネットロス政策、地域循環共生圏、グリーンインフラ、

OECM、TNFDなど、企業の生物多様性保全参加の機会について第一人者の東京都市

大学田中章教授にご講演いただきます。 

１４時～1６時 

Zoomによるオンライン開催 

(事前申込制）

対 象 



       

  田 中 章 （たなか あきら）氏 

        東京都市大学環境学部教授、農学博士 

        環境アセスメント学会常務理事  

 

静岡県清水市出身。幼少から高度成長期の開発と自然の変化を見続け、人間社会と自

然との共存に強い興味を持つ。その後、生態学、地域開発、緑地政策を学び、パシ

フィックコンサルタンツ、野村総合研究所、海外環境協力センター等において、国内

外の開発と自然との共存を目的とした各種事業に従事。生態系定量評価手法HEP、生

物多様性オフセット・バンキング、ミティゲーション、ノーネットロス政策について

の日本の第一人者である。既に盛んな温暖化対策や公害対策と比べ、SDGsのウェディ

ングケーキの基盤である自然生態系・生物多様性の保全は日本の今後の大きな課題で

あり、そこに焦点を絞った教育の意義は大きいと考え、 2002年度から現職。 
 

【講演趣旨】 

 1992年地球サミットで、今日のSDGsの元となった、「持続可能な開発(Sustainable Devel-

opment)」の実現に向けた「アジェンダ21」が採択されるとともに、気候変動と生物多様性と

いう２つの地球環境保全の観点が国際条約となった。 

 今回はSDGsにおいて社会や経済の基盤とされている自然生態系に焦点を当て、この分野がも

う一つの地球環境問題の柱である気候変動（温暖化）対策に比べて今一つ日本国内での推進力

がない現状をとらえ、今後の日本企業による生物多様性保全推進のためのヒントとなる内外の

最新動向を紹介するものである。 

 具体的には、生物多様性オフセットや生物多様性バンキングを中心に、その根拠であるノー

ネットロス政策、地域循環共生圏、グリーンインフラ、OECM(民間取組等と連携した自然環境

保全)、赤道原則、TNFD(自然関連財務開示タスクフォース)、など国内外の最新動向を紹介す

る。 

 生物多様性オフセットとは、開発等の人間の経済活動に伴う自然の損失を近隣で同様な自然

を確保することで、地域全体（流域など）として当該自然の現状維持を図る（これをノーネッ

トロス政策と呼ぶ）仕組みで既に世界60数か国で法制化している。日本ではまだ法制化されて

いないものの、最近、開発事業に伴い自発的な生物多様性オフセットが提案される事例が散見

されるようになった。海外では複数のオフセットをより広いエリアで第三者がまとめて行うも

のを生物多様性バンクと呼び、生物多様性保全のビジネスチャンスとして注目されている。 

最後に、日本版生物多様性バンクとして企業の参加を提言している「里山バンク」が千葉県

酒々井町に日本で最初に設立された。この「椿TC里山バンク」における企業の取り組みについ

ても併せて紹介する。 

生物多様性ちば企業ネットワーク参加企業、NPO、自治体を募集します！ 

 千葉県では、企業による生物多様性の保全及び持続可能な利用の取組を支援するため、平成２５年に「生物多

様性ちば企業ネットワーク」を立ち上げました。 

 企業の取組を千葉県と支援メンバーで支援・連携していくものです。生物多様性に取り組みたいが、何をやっ

てよいか悩んでいる企業から、既に様々な取組実績のある企業まで、どうぞご参加ください。また、支援メン

バーとして活動するNPOや自治体の皆様も募集しております。詳細は千葉県生物多様性センターのウェブページを

ご覧ください。 

 https://www.bdcchiba.jp/cooperation/kigyou/network/kigyounetwork.html 


